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図書館教養講座｢幸せに導く、整理と暮らしの大切なこと｣図書館教養講座｢幸せに導く、整理と暮らしの大切なこと｣
時時／ 10月 21日（土）14時～ 15時 30分　　／ 10月 21日（土）14時～ 15時 30分　　
所所／中央図書館　３階　研修室／中央図書館　３階　研修室
講師講師／整理収納アドバイザー　／整理収納アドバイザー　山

やまさき
﨑真

ま み
美氏

内容内容／�収納や片付け、生前整理について学べる講座／�収納や片付け、生前整理について学べる講座
対象対象／�どなたでも可／�どなたでも可
定員定員／�先着 20人　※参加無料／�先着 20人　※参加無料
申込開始申込開始／�９月 19日（火）から／�９月 19日（火）から
申込方法申込方法／�直接、電話／�直接、電話
申込・問合先申込・問合先／中央図書館　／中央図書館　 （22）3542（22）3542

マンガでわかる！敏感っ子
の子育てがよくわかる本

ブックキャット
ネコのないしょの仕事！

寓話に生きた人イソップ
その人生と13の物語

人生の滋味　
池波正太郎かく語りき

マンガ　ぼけ日和

監修／長
ながおか

岡真
ま い こ

意子　
マンガ／すぎやまえみこ 

作／ポリー・フェイバー　絵／クララ・ヴリアミー
訳／長

なが
友
とも

恵
けい

子
こ

文／イアン・レンドラー　絵／パメラ・ザガレンスキー　
訳／山

やました
下愛
あ

純
ずみ著／池

いけなみ
波正

しょう
太
た

郎
ろう著／矢

や べ
部太

た
郎
ろう

　
原案／長

は せ
谷川
がわ

嘉
よし

哉
や

　｢プラスチックフリー
(脱プラ)｣をテーマに、プ
ラスチックを減らすため
のアイデアを生活シーン
ごとに紹介。プラなしを
楽しむための基礎知識
や環境にやさしいモノ選
びと暮らし方も伝えてい
ます。お財布にも環境に
もやさしいエコな生活を
お考えの方必見です。

　生活習慣病を予防
するといわれている食
物繊維が豊富で日本
人におなじみの健康
食材アズキ。効果的に
おいしく食べるための
｢塩アズキ」「アズキ寒
天」「発酵あんこ｣と、そ
れらを使った食事にも
デザートにもなるレシ
ピを紹介しています。

　ありさんが｢おはよう｣とあいさつしな
がら、元気いっぱい登っていきます。登る
途中で、いろいろな生き物と出会います。
みんなとあいさつした後、どんどん登っ
た先に待っていたのは…。生き生きと表
情豊かな小さな生き物たちの世界をダイ
ナミックに描いた絵本です。

　幽霊や妖怪などが登場するふしぎで恐ろ
しい世界を描いた日本の古典文学｢雨月物
語｣をマンガで先取りしてみよう。表紙の
キャラクターと一緒にマンガを読み進め
ていく構成なので、｢古典って難しそう｣と
思っている方も最後まで楽しく読み進めて
いくことができます。

新着本

問　合　先

中央図書館 0996（22）3542
樋脇分館 0996（38）0009
入来分館 0996（44）5311
東郷分館 0996（42）0053
祁答院分館 0996（21）8755
里分館 09969（3）2958
上甑分館 09969（2）0031
下甑分館 09969（7）0311
鹿島分館 09969（4）2211

▲�図書館
　ホームページ

おすすめ本

おはよう！げんき？　ありさんどんどんのぼったら
絵／村

むらかみ
上勉

つとむ
 

マンガでさきどり古典　雨
う

月
げつ

物語
マンガ／こばやし将

すすむ
　 監修 / 平

ひら
田
た

喜
よしのぶ

信

暮らしの図鑑  エコな毎日 アズキは毒出しの特効食 ボタニカ
著／朝

あさ
井
い

まかて著／中
なか

島
じま

亮
りょう

太
た

・古
こ が

賀陽
よう

子
こ

編／北
ほう

條
じょう

真
ま ゆ み

由美  マキノ出版企画編集部

　ただひたすら植物を愛し
その採集と研究、分類に無
我夢中。莫大な借金、学界と
の軋
あつれき

轢もなんのその。すべ
ては｢なんとかなるろう」。貧
苦にめげず、不屈の魂で知
の種(ボタニカ)を究め続け
た稀代の植物学者、牧

まき

野
の

富
とみ

太
た

郎
ろう

がモデルの小説です。
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意
外
と
身
近
に
あ
る
古
墳
　

　「
古
墳
」と
い
う
と
、
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
な
も
の
を
連
想
し
ま
す
か
。

　
や
は
り
、
真
っ
先
に
連
想
す
る
の

は
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
も

登
録
さ
れ
て
い
る「
百も

ず
舌
鳥
・
古ふ

る

市い
ち

古
墳
群
」の
中
の
代
表
と
も
い
え
る

「
仁に

ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

陵り
ょ
う

古こ

墳ふ
ん

」で
し
ょ
う
か
。

最
大
長
が
８
４
０
メ
ー
ト
ル
、
最
大

幅
は
６
５
４
メ
ー
ト
ル
の
世
界
最
大

級
の
お
墓
で
す
。

　
古
墳
は
全
国
に
さ
ま
ざ
ま
な
規
模

や
形
態
の
も
の
が
広
く
分
布
し
、
そ

の
数
、
15
万
９
９
５
３
基
も
あ
り
ま

す（
令
和
３
年
度
）。
同
じ
年
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
数
が
、
約

５
万
７
０
０
０
軒
で
す
の
で
、
古
墳

の
数
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

約
３
倍
あ
り
、
実
は
意
外
と
身
近
な

存
在
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ち
な
み
に
、
鹿
児
島
県
内
で
は

５
１
５
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い

て
、
全
国
で
は
37
番
目
で
す
。

薩
摩
川
内
市
の
古
墳

　
で
は
、
本
市
に
は
い
く
つ
古
墳
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
本
市
で
の
古
墳
の
調
査
は
、
古
く

は
明
治
12
年（
１
８
７
９
）に
五
代
町

の
若わ

か

宮み
や

古
墳
調
査
の
記
録
が
あ
り
、

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
盛
ん

に
行
わ
れ
、
現
在
も
調
査
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
未
調
査
も
含
め
て
、
古
墳
時
代
の

墓
と
推
察
さ
れ
る
の
は
13
基
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
川
内
川
流
域
の
北
側

に
多
く
分
布
し
て
お
り
、
墳ふ

ん

丘き
ゅ
う
の
規

模
や
石
室
の
作
り
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

が
あ
り
、多
様
性
に
富
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
中
で
も
15
年
前
に

発
見
さ
れ
た「
天
辰
寺
前
古
墳
」を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　未
知
の
古
墳
の
発
見

未
知
の
古
墳
の
発
見

　

　
天
辰
寺
前
古
墳
は
、
平
成
20
年
６

月
、
工
事
中
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
存

在
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
川
内
川
流
域
の
南
側
に
古
墳
が
あ

る
こ
と
は
珍
し
く
、
盗
掘
も
な
く
、

ほ
ぼ
埋
葬
時
の
状
態
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

発
掘
調
査
で
分
か
っ
た
こ
と

　
発
掘
調
査
を
進
め
て
い
く
と
、
石

室
内
か
ら
、
貝か

い

製せ
い

腕う
で

輪わ

を
装
着
し
た

女
性
の
人
骨
と
、
副
葬
品
の
銅ど

う

鏡き
ょ
う
と

鉄て
っ

製せ
い

刀と
う

子す

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
か
ら
約
１
５
０
０
年
以
上
前
の

古
墳
で
、
発
見
さ
れ
た
骨
片
や
歯
か

ら
、
埋
葬
さ
れ
た
人
物
は
40
歳
く
ら

い
の
女
性
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
の
地
域
の
有
力
者
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
現
在
は
古
墳
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
、
毎
年
11
月
３
日
に
１
日
限
定
の

石
室
公
開
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
見
学
会
に
参
加
し
、
古
代
の
薩

摩
川
内
の
風
景
を
想
像
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
薩
摩
川
内
に
は
長
い
歴
史
の
中
で
起
き
た
物
語
、
育
ま
れ
た
文
化

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、数
あ
る
薩
摩
川
内
の
歴
史・文
化
の
中
か
ら
、

と
っ
て
お
き
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
文
責
・
問
合
せ
＝
社
会
教
育
課

文
化
財
Ｇ（
中
央
公
民
館
内
）

（
22
）７
２
５
１

歴
史
文
化
遺
産

▲地中から現れた石室上部
　右は上にかぶさっていた石

いし
蓋
ぶた

▲銅鏡
▼鉄製刀子

薩摩川内市内の古墳時代の墓分布

天あ

ま

辰た

つ

寺て

ら

前ま

え

古こ

墳ふ

ん

　全
国
各
地
に
分
布
す
る
古
墳
。
今

回
は
文
字
の
な
い
時
代
の
様
子
を

語
っ
て
く
れ
る
貴
重
な
文
化
財
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

第拾
じ ゅ う

陸
ろ く

回

A
m

atatsu teram
ae ancient burial m

ound

▲仁徳天皇陵古墳
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　７月１日（土）、野
の

下
した

地区コミュニティセンターで、
魚のさばき方の講習を行いました。山の上に位置す
る野下地区でも、新鮮な地魚に触れ、もっと魚を食
べてもらおうと企画したものです。漁業協同組合の
方のマンツーマン指導の下、サバとタイの三枚おろ
しに挑戦し、おいしくいただきました。

魚のさばき方を習いました！

　７月 21 日（金）、サンアリーナせんだいで、全国
高等学校総合体育大会に出場する本市高校生に対し、
激励会を行いました。本市の高校生が６競技 15 種
目に出場する予定で、出席した選手は全国大会での
活躍を誓いました。

輝け、全国の大舞台で！

「　　　　　」に
投稿ください。

投稿方法
①タイトル（11文字程度）　 ②本文（140文字程度）

 ③投稿者名　 ④連絡先　 ⑤写真１枚～３枚
を添えて、秘書広報課までメールで投稿ください。
メールアドレス／koho@city.satsumasendai.lg.jp

※内容やスペースの都合により掲載できない場合も
　ありますので、あらかじめご了承ください。

　まちの話題は、市民の皆さんからいただいた
情報により、身近な話題を掲載しています。
　皆さんからのたくさんの投稿お待ちしています。

　７月 12 日（水）、鹿島公民館で、国立科学博物館
副館長真

ま

鍋
なべ

真
まこと

氏の講演会を行いました。
　恐竜研究の第一人者であり、甑島の化石研究にも
長年携わられている真鍋氏のクイズを交えた講演は、
基本的な内容から最新研究まで分かりやすく、会場
に集まった約１００人は楽しみながら講演に夢中で
した。

甑島で恐竜化石の講演会を開催しました

　７月21日（金）、薩摩川内市建設業協会による、ゴー
ルド集落 4自治会の作業困難な場所の草払いや伐採
などのボランティア活動が行われました。
　ゴールド集落とは、70歳以上の人口割合が 50％以
上の自治会区域のことです。本協会の地域貢献活動の
一環として毎年実施されており、道路や公民館周辺を
整備していただきました。

ゴールド集落へのボランティア活動 第2回リバーサイドビューえのを開催！
　７月 22 日（土）、川内川河川敷大小路側で、第２
回リバーサイドビューえのを開催しました。子ども
たちに人気のウォーターサバゲーやモルック体験の
他、ステージショーや屋台が立ち並び、約2,500人
の来場者で会場は賑わいました。

【情報提供：可愛地区コミュニティ協議会】

【情報提供：野下地区コミュニティ協議会】
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　７月 22 日（土）・23 日（日）、少年自然の家で、
｢夏休み親子工作教室｣を行いました。本棚や巣箱、
宝箱、貯金箱など親子で考えながら、思い思いに木
工作品の製作を楽しんでいました。

てらやまんち｢夏休み親子工作教室｣

持続可能な社会を目指して
　７月 31 日（月）、本庁で、サーキュラーパーク九
州㈱と立地協定調印式を行いました。同社は令和６
年４月の操業開始に向けて川内（火力）発電所跡地に、
廃棄物のリサイクルや再資源化を行うための工場を
新設する予定で、本市の地域経済の発展に大きく寄
与するものと期待されます。

　７月 24 日（月）、薩摩川内ボーイズの選手８人と
指導者が、市長を表敬訪問しました。７月に開催さ
れた第 54 回日本少年野球選手権大会県支部予選で
優勝し、２年ぶり６回目の全国大会出場権を獲得し
ました。選手を代表して堀

ほり

之
の

内
うち

悠
ゆう

樹
き

投手が、｢一戦一
戦全力でプレーして勝利を目指します｣と力強く誓い
ました。

２年ぶり６回目の全国大会出場

北海道ニセコ町児童と交流しました
　７月 25日（火）～ 28日（金）の 4日間、有島家に縁
のある北海道ニセコ町の小学６年生 23 人が本市の
児童と交流しました。市内の川内まごころ文学館な
どを見学し、鹿児島の自然と文化を通してお互いに
理解を深めました。　　

災害時における物資輸送等に関する協定を締結
　７月 27 日（木）、本庁で、南九州福山通運㈱と災
害時における物資輸送等に関する協定調印式を行い
ました。
　この協定により、災害時において、防災備蓄場所
や物資拠点施設などから、避難所への物資配送など
を円滑に実施することが期待されます。

夏の思い出｢ゴミ拾い大作戦｣決行！
　７月 29 日（土）、隈之城地区コミュニティ協議会
が隈之城小学校の児童と一緒に｢ゴミ拾い大作戦｣を
行い、日頃、通学路として使用する道路のゴミ拾い
をしました。
　２学期もきれいになった道路を気持ち良く通学す
ることができます。

【情報提供：隈之城地区コミュニティ協議会】
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さ
な
お
は
な
し
会
　
　

【
要
申
込
】

10
月
１
日（
日
）10
時
30
分
～
11
時

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

お
は
な
し
グ
ル
ー
プ
　
ま
ご
こ
ろ

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
を
使
っ
た
読

み
聞
か
せ
と
手
遊
び
歌

幼
児
～
小
学
生
低
学
年
と
そ
の
保

護
者

※
大
人
の
み
の
参
加
も
可

先
着
５
組
程
度

※
参
加
無
料

９
月
22
日（
金
）～

直
接
、
電
話

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

名
作
シ
ネ
マ
上
映
会
　
　

【
要
申
込
】

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

先
着
95
人

※
車
い
す
席
あ
り

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

9
月
15
日（
金
）～

直
接
、
電
話

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

日時 タイトル 出　演

10/21(土)
10:00 ～
11:43

TOVE　トーベ
（R2年/字幕) アルマ・ポウスティ　他

10/22(日)
13:30 ～
15:33

恋におちた
シェイクスピア
（H10年/字幕）

グウィネス・パルトロウ
ジョセフ・ファインズ　
ジュディ・デンチ　他

※開場は上映開始 30分前～

９月22日（金）　 国道３号向田側　 川内大綱引保存会　 （21）1851
※観覧は歩道上のみ　※ドローンを使用しての撮影禁止

４２４年目の歴史と伝統を有する
｢川内大綱引 ｣ が４年ぶりに開催

九州新幹線

N

肥薩おれんじ鉄道

川
内
中
央
交
番
●

●北さつま農協
　川内総合支所
●北さつま農協
　川内総合支所

太平橋太平橋国道３号

県
道
吉
川
・
川
内
線

川
内
高
等
学
校
●

市
役
所
●

川
内
中
央
交
番
●

→
至 

い
ち
き
串
木
野

神
田
通
り

向田本通り

←
至 

阿
久
根

●
中
央
公
民
館

川
内
川

交通規制案内図
全面通行止め
 6：00～
　　   16：00

全面通行止め
15：30～
　　   23：00

４カ所

15：30～23：00

綱練り会場
（神田通り）

川内大綱引会場
（国道３号）

一般車両回り道

バス臨時停留所

9/22（金）

バス回り道 ●
太
平
橋
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

開戸橋

6:00～16:00
   8:00
10:00
11:30
14:00
15:00
15:30
16:00
19:00
20:15
22:00
23:00

綱練り会場全面通行止め
縄出し開始
綱練り開始
シンコ入れ
綱練り終了
ワサ造り終了
綱出し開始、国道３号全面通行止め開始
綱出し完了
ダン木祭り
大綱引開始
大綱引終了
国道３号全面通行止め解除

日程

15：30～23：00

国
道
2
6
7
号

国
道
2
6
7
号

上川内駅 川内駅

薩摩川内警察署●薩摩川内警察署●

９月22日（金）16時～ 17時
※雨天時は中止になる場合があります。

国道３号 （G モールキャッピー前付近）
子どもの無病息災を祈願する撮影会
当日、会場で直接

※子ども用の陣羽織を無料で貸し出します。
※撮影無料（カメラ・スマホはご持参ください。）
※ドローンの飛行は禁止

川内商工会議所青年部　
 (22)2267

川内大綱引
記念写真撮影会

４２４年目の歴史と伝統を有する
｢川内大綱引 ｣ が４年ぶりに開催

182023.9.10 広報

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
工
作
　
　

光
る
剣【
要
予
約
】

10
月
15
日（
日
）13
時
～
16
時
の
間

の
30
分

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

灯
油
ポ
ン
プ
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

に
、
赤
や
青
の
セ
ロ
ハ
ン
を
貼
り
付

け
た
剣
の
工
作

小
・
中
学
生

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

先
着
30
人

３
０
０
円（
材
料
費
を
含
む
）

※
別
途
入
館
料
が
必
要

９
月
22
日（
金
）～

電
話せ

ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

三さ
ん

遊ゆ
う

亭て
い

圓え
ん

歌か

講
演
会

10
月
５
日（
木
）17
時
30
分
～
19
時

※
開
場
は
17
時
～

上
甑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

心
に
響
く
笑
い
と
涙
の
人
生
学

※
参
加
無
料

小
学
生
以
上

２
０
０
人

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選

往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
聴

講
す
る
３
人
以
内
の
氏
名
を
記
入
し
、

返
信
表
面
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
送
付

９
月
27
日（
水
）必
着

〒
８
９
５-

０
０
５
２
　
神
田

町
３
番
25
号
　（
公
社
）川
薩
法
人
会

（
川
内
商
工
会
議
所
内
）

（
29
）３
６
１
１

中
秋
の
名
月
観
望
会

９
月
29
日（
金
）19
時
～
21
時

※
入
館
は
20
時
30
分
ま
で

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

中
秋
の
名
月
と
満
月
が
一
致
す
る

日
の
夜
を
、
宇
宙
館
の
大
望
遠
鏡
で

観
察

※
天
候
不
良
時
は
一
部
内
容
変
更

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

　
▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏
コ
ン

サ
ー
ト
ｉ
ｎ
薩
摩
川
内

９
月
24
日（
日
）16
時
～
18
時

※
開
場
は
15
時
30
分
～

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

本
市
出
身
の
音
楽
家
を
含
む
演
奏

家
に
よ
る
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
ど
な
た
で
も
可

▼
一
般
＝
２
０
０
０
円

　
▼
高
校
生
以
下
＝
１
０
０
０
円

※
３
歳
以
下
は
無
料
　

※
当
日
券
は
５
０
０
円
増
し
　

明
屋
書
店
、
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
川

内
店
、
生
協
コ
ー
プ
川
内
店
で
購
入

地
域
未
来
ネ
ッ
ト
・
せ
ん
だ
い

梯か
け
は
し

０
８
０（
５
２
０
０
）６
８
５
８

て
ら
や
ま
ん
ち
森
の
学
校
　

【
要
申
込
】

旋せ
ん

盤ば
ん10

月
６
日（
金
）９
時
～

器
作
り

先
着
５
人

１
０
０
０
円（
材
料
代
）

９
月
23
日（
土
）９
時
～

陶
芸10

月
11
日（
水
）９
時
～

陶
芸（
自
由
制
作
）

先
着
32
人

８
０
０
円（
釉ゆ
う

薬や
く

代
を
含
む
）

９
月
24
日（
日
）９
時
～

少
年
自
然
の
家

市
内
居
住
者

電
話

少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

募
集

お
は
な
し
実
践
講
座

10
月
15
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

中
央
図
書
館

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
た
ん

ぽ
ぽ
　
石い

し

神が
み

斉ま
さ

也な
り

氏

お
は
な
し
の
小
道
具
作
製
と
実
演

の
実
践
講
座

読
み
聞
か
せ
に
関
心
の
あ
る
方

先
着
15
人

９
月
14
日（
木
）～

直
接
、
電
話

中
央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼�

川
内
地
域
＝
ハ
イ
タ
ウ
ン
平
佐
市

営（
公
営
、
シ
ル
バ
ー
）、
後
牟
田
、

宮
下
市
営
、
百
次
、
高
来
、
戸
川
、

勝
目
一
般

▼
樋
脇
地
域
＝
向
湯
第
１

▼�

入
来
地
域
＝
芝
町
、
天
貴
美
、
入

来
諏
訪
原
、
立
山
一
般

▼�

東
郷
地
域
＝
前
原
、
里
、
フ
レ
グ

ラ
ン
ス
紅
梅

▼�

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
会
田
一
般
、
会
田
特
公
賃
、

黒
木
特
公
賃
、
藺
牟
田
特
公
賃

▼
上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田
、
江
石

▼
鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田

９
月
21
日（
木
）必
着

市

に
掲
載
ま
た
は
、

の
各
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
直
接
ま
た
は
送
付

９
月
26
日（
火
）10
時
～
川
内
地
域

は
本
庁
６
階
６
０
２
会
議
室
、
東
部

区
域
と
甑
島
区
域
は

の
各
所

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選

※�

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（
市

に
掲
載
お
よ
び

の

各
所
に
備
え
付
け
）

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼�

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

　
（
25
）１
９
０
０

▼�

東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・

祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
37
）２
５
３
３

▼�

甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

募
集

▲市
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就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

▼�
９
月
19
日（
火
）９
時
～
12
時
、

13
時
～
16
時

　
▼�

９
月
20
日（
水
）９
時
～
12
時
、

13
時
～
16
時

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

※�

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講

も
可

製
造
業
へ
の
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー本

市
の
製
造
業
で
働
き
た
い
方
な

ど
先
着
20
人

※
参
加
無
料

９
月
15
日（
金
）ま
で

薩さ
つ

摩ま
の

國く
に

雇
用
創
造
協
議
会

上
の

申
込
フ
ォ
ー
ム
、
電
話

薩
摩
國
雇
用
創
造
協
議
会（
本

庁
企
画
政
策
課
内
）

（
23
）５
２
３
２

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

▼�

①�

＝
10
月
14
日（
土
）10
時
～
12

時

　
▼�

②�

＝
10
月
16
日（
月
）10
時
～
11

時

▼�

①�

＝
ち
い
き
の
カ
フ
ェ
ひ
ま
り

（
つ
き
み
園
内
）（
祁
答
院
町

上
手
）�

　
▼�

②�

＝
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ（
大
小

路
町
）

ど
な
た
で
も
可

※
参
加
無
料

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

※�

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
と
は
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行

う
講
師
で
す
。

▼
①
＝
つ
き
み
園

　
　
（
21
）８
８
８
８

　
　
▼
②
＝
長
生
園

　
　

�

０
９
０（
４
３
５
９
）４
２

３
０

薩
摩
川
内
は
ん
や
ま
つ
り
　

地ぢ
か
た
れ
ん

方
連（
演
奏
）参
加
者

11
月
５
日（
日
）13
時
55
分
～
15
時

50
分国

道
３
号（
大
小
路
～
向
田
）

薩
摩
川
内
は
ん
や
ま
つ
り
で
川
内

正
調
は
ん
や
節
保
存
会
の
方
々
と
一

緒
に
唄
や
三
味
線
の
演
奏

▼�

練
習
日
時
＝
９
月
26
日（
火
）、
10

月
４
日（
水
）、
11
日（
水
）、
25
日

（
水
）、
31
日（
火
）の
18
時
～
20
時

▼
練
習
場
所
＝
セ
ン
ト
ピ
ア

練
習
に
参
加
で
き
る
方

９
月
25
日（
月
）ま
で

直
接
、
電
話

薩
摩
川
内
は
ん
や
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局（
薩
摩
川
内
市
観
光
物

産
協
会
内
）

（
23
）９
８
８
９

シ
ニ
ア
向
け
　
　
　
　
　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

10
月
24
日（
火
）　
　
　
　
　

　
▼
午
前
の
部
＝
10
時
～
12
時

　
▼�

午
後
の
部
＝
13
時
30
分
～
15
時

30
分

中
央
図
書
館

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
認
定
講
師
　
斎さ
い

藤と
う

卓た
く

也や

氏▼�

１
部
＝
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基

本
操
作

　
▼�
２
部
＝
災
害
対
策
ア
プ
リ
な
ど

の
活
用
方
法

※�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
）は
、
１
人
１
台
貸
し
出
し
可

市
内
居
住
の
60
歳
以
上
で
、
こ
れ

か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方

各
回
先
着
10
人

※
受
講
無
料
　

９
月
25
日（
月
）～

電
話中

央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

ひ
ま
わ
り
友
あ
い
館
　
　
　

後
期
講
座
生
・
サ
ー
ク
ル
生

11
月
～
令
和
６
年
３
月

　
▼
講
座
＝
19
時
～
21
時

　
▼
サ
ー
ク
ル
＝
19
時
～
21
時
30
分�

ひ
ま
わ
り
友
あ
い
館（
西
開
聞

町
）市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
15

歳
以
上
50
歳
未
満
の
方
　

※
学
生
は
除
く

※�

受
講
無
料（
教
材
費
は
実
費
）、
傷

害
保
険
料
は
別
途（
希
望
者
の
み
）

直
接
、
電
話

ひ
ま
わ
り
友
あ
い
館

（
20
）１
２
８
１

相
談

「
法
の
日
」無
料
法
律
・
登
記
・

税
務
相
談
会

10
月
１
日（
日
）10
時
～
16
時

中
央
公
民
館

▼�

土
地
・
建
物
の
登
記
に
関
す
る

相
談

　
▼�

土
地
の
地
積
、
分
筆
、
測
量
、

境
界
に
関
す
る
相
談

　
▼
会
社
の
登
記
に
関
す
る
相
談

　
▼�

所
得
税
、
贈
与
税
、
相
続
税
、

そ
の
他
税
務
一
般
に
関
す
る
相

談

　
▼
遺
言
な
ど
に
関
す
る
相
談

　
▼�

成
年
後
見
手
続
き
に
関
す
る
相

談

　
▼�

裁
判
手
続
き
や
裁
判
所
に
提
出

す
る
書
類
に
関
す
る
相
談

相
談

▲�薩摩國雇用
　創造協議会

▲申込フォーム

曜日 講　座 サークル講　　座　　名 定　員 活　動　内　容
月 ― ― ― 卓球（毎週）

火
生花講座 15人 季節の花を生ける

―
美・ボディ・メイク講座 30人 ゆるゆる簡単運動で身体すっきり

水
ヨガ講座 30人 「キレイになる」ヨガ

ソフトバレー（毎週）
家庭料理講座（月１回） 25人 役に立つ家庭料理応用編

木
着付講座 10人 着付の基本、普段着の着装など バドミントン

（ゆかいな仲間会）（毎週）ペン字・筆ペン字講座 10人 楷書・行書などの基本と練習
マネー講座（月1回） 10人 家計管理のコツと見直し ―

金 － ― ― バドミントン（毎週）
※講座は定員になり次第締め切ります。（定員に満たない場合は随時受け付け）　※サークルは随時受け付け
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▼�

消
費
者
金
融
問
題
、
架
空
請
求

問
題
に
関
す
る
相
談

　
▼
供
託
に
関
す
る
相
談

▼
県
司
法
書
士
会

　

０
９
９（
２
４
８
）８
２
７
０

　
▼
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

０
９
９（
２
５
７
）２
８
３
３

　
▼�

南
九
州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連

合
会

　

０
９
９（
２
２
５
）６
１
４
８

お
知
ら
せ

農
業
資
材
な
ど
の
　
　
　
　

物
価
高
騰
対
策

農
業
資
材
な
ど
の
価
格
高
騰
で
逼ひ
っ

迫ぱ
く

す
る
農
業
経
営
負
担
の
軽
減
を
目

的
と
し
た
補
助�

（
令
和
４
年
税
務
申

告（
決
算
書
）の
次
の
費
目
か
ら
消
費

税
を
差
引
い
た
額
に
対
す
る
も
の
）

①
農
薬
衛
生
費（
補
助
率
15
％
以
内
）

②
諸
材
料
費（
補
助
率
10
％
以
内
）

※�

①
と
②
を
合
計
し
た
補
助
上
限
は

３
０
０
万
円

※�

補
助
事
業
に
関
す
る
説
明
会
を
10

月
頃
に
開
催
予
定

市
内
に
居
住
し
、
税
な
ど
の
滞
納

が
無
い
方
で
、
令
和
４
年
税
務
申
告

（
法
人
の
場
合
は
決
算
）を
行
っ
て
お

り
、
当
該
申
告
で
農
畜
産
物
収
入
額

が
50
万
円
以
上
あ
っ
た
方

本
庁
畜
産
営
農
課
営
農
指
導
Ｇ

（

４
４
６
１
）

飼
料
費
高
騰
対
策
支
援
事
業

飼
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
逼ひ

っ

迫ぱ
く

す

る
農
業
経
営
負
担
の
軽
減
を
目
的
と

し
た
市
単
独
補
助
事
業

▼�

市
内
に
居
住
し
、
牛（
肉
用

牛
、
乳
用
牛
）、
豚
は
１
頭
以
上
、

鶏
は
１
０
０
羽
以
上
飼
養
し
て

い
る
方
で
、
令
和
５
年
の
畜
産

物
販
売
額
が
50
万
円
以
上
あ
る

方（
農
業
法
人
を
含
む
）

　
▼�

前
項
に
か
か
わ
ら
ず
令
和
５
年

１
月
１
日
以
降
に
、
新
規
に
畜

産
経
営
を
開
始
し
た
方

10
月
２
日（
月
）～
12
月
28
日（
木
）

※�

詳
し
く
は

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

本
庁
畜
産
営
農
課
畜
産
指
導
Ｇ

（

４
２
３
１
、
４
２
３
２
）

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
係
る
加
盟
店

舗
説
明
会

９
月
20
日（
水
）

　
▼�

１
回
目=

９
時
30
分
～
10
時

30
分

　
▼
２
回
目=

11
時
～
12
時

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
つ
ん
Ｐ
ａ
ｙ
」お
よ
び「
薩
摩
川

内
旅
ト
ク
納
税
」に
係
る
ア
プ
リ
の

操
作
方
法
な
ど
の
説
明
会

※�「
つ
ん
Ｐ
ａ
ｙ
」＝
市
の
加
盟
店
の

み
で
流
通
す
る
デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨

※�「
薩
摩
川
内
旅
ト
ク
納
税
」＝
本
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ア
プ
リ
を
利
用

し
て
、
本
市
へ
ふ
る
さ
と
納
税
を

行
い
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
返
礼
品

と
し
て
受
け
取
る
も
の

加
盟
店
登
録
希
望
者
な
ど

本
庁
観
光
物
産
課
食
と
物
産
Ｇ

（

６
２
３
２
）

市
町
村
振
興
宝
く
じ

　
次
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

全
国
の
宝
く
じ
売
り
場

９
月
20
日（
水
）～
10
月
20
日（
金
）

10
月
27
日（
金
）

鹿
児
島
県
市
町
村
振
興
協
会

０
９
９（
２
０
６
）１
０
０
１

市
戦
没
者
追
悼
式

10
月
４
日（
水
）14
時
～

※
受
け
付
け
は
13
時
30
分
～

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

本
庁
社
会
福
祉
課
企
画
総
務
Ｇ

（

２
１
７
３
）

寄
附
・
寄
贈

　
寄
附
・
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
個
人
・

団
体
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
本
市
へ
物
品
寄
贈

・
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

工
房
丸
武社

長

　田た

ノの

上う
え

智と
も

隆た
か

■�

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
の
施
設
充

実
へ
の
資
金
寄
附

・�

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
鹿
児
島
―

川
内

■�

豊
か
に
暮
ら
す
薩
摩
川
内
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）へ
資
金
寄
附

・
株
式
会
社
鹿
児
島
銀
行

代
表
取
締
役
頭
取

　松ま
つ

山や
ま

澄す
み

寛ひ
ろ

■�

青
少
年
育
成
の
振
興
、
電
子
図
書

館
書
籍
充
実
へ
の
資
金
寄
附

・
株
式
会
社
永
留
電
気
工
業

代
表
取
締
役

　永な
が

留と
め

博ひ
ろ

文ふ
み

■�

Ｄ
ｒ.

コ
ト
ー
診
療
所
基
金
へ
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
を
資
金
寄
附

・
手
打
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長

　迫さ
こ

田だ

満み
つ

男お

■�

Ｄ
ｒ.

コ
ト
ー
診
療
所
基
金
へ
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
を
資
金
寄
附

・ 

東
シ
ナ
海
の
小
さ
な
島
ブ
ラ
ン
ド

株
式
会
社　代

表
取
締
役

　山や
ま

下し
た

賢け
ん

太た

■�

図
書
館
下
甑
分
館
へ
著
書
な
ど
寄

贈
　
薩
摩
川
内
観
光
大
使
　
小お

倉ぐ
ら

一い
ち

郎ろ
う

■
甑
島
区
域
小
学
校
へ
図
書
寄
贈

・
荒
木
商
事
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役
社
長

　荒あ
ら

木き

貞さ
だ

行ゆ
き

■
川
内
北
中
学
校
へ
楽
器
寄
贈

・
田
苑
酒
造
株
式
会
社

　代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長　本ほ

ん

坊ぼ
う

正ま
さ

文ふ
み

■�

市
内
小
学
校
へ
授
業
用
大
型
モ
ニ

タ
ー
購
入
資
金
寄
附

・
太
陽
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　上う
え

原は
ら

敬た
か
し

■�

亀
山
小
学
校
へ
逆
上
が
り
補
助
器

寄
贈

・
株
式
会
社
オ
フ
セ
ッ
ト

代
表
取
締
役
社
長

　宮み
や

司し

実ま
こ
と

■�

市
内
中
学
校
へ
手
作
り
竹
ほ
う
き

１
０
０
本
寄
贈

・
堀
之
内
運
送
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

　堀ほ
り

之の

内う
ち

庄し
ょ
う

二じ

※�

令
和
５
年
４
月
～
７
月
寄
附
・
寄

贈
分

お
知
ら
せ
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献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 9月25日（月）�
９時30分～11時45分
13時00分～16時00分
所／向田公園
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

せんで弁講座
川内大綱引の魅力を語りたい！

のせんで弁

 vol.66

※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

市民の動き（8月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R5/1/1 ～ R5/8/7）

区　分 件　数
交通事故 107 件（前年比�−�21 件）
死　　者 1件（前年比�±���0 件）
負 傷 者 115 件（前年比�− 25 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R5/1/1 ～ R5/8/4）

区　分 件　数
火　災 21 件（前年比�−� ����5 件）
救　急 2,939 件（前年比�＋243 件）
救　助 11 件（前年比�−���14 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（9月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税　目 納期限
固定資産税３期 10月2日（月）

国民健康保険税３期 10月2日（月）

■総人口 91,846人（ー 35人）
　男　性 44,615人（ー 16人）
　女　性 47,231人（ー 19人）
■世帯数 46,589世帯（＋ 14世帯）

東
郷
地
域

久
保
　
　
蘭ら

ん

丹
波
　
　
日ひ

ゅ
う
が向

村
松
　
　
尊み

こ
と音

上
堀
　
　
笑え

愛な

祁
答
院
地
域

今
村
　
　
海み

七な

斗と

鹿
島
地
域

新
留
　
　
颯は

琉る

川
内
地
域

（
氏
　名
）

東
　
　
　
ち
え
子

八
重
尾
　
義
光

桑
原
　
　
康
子

川
内
地
域

（
出
生
児
）

立
野
　
　
周あ

ま
ね

小
島
　
　
蒼る

い
と陽

北
ノ
園
　
寛お

生み

山
内
　
　
維い

月つ
き

中
村
　
　
蒼そ

う

福
山
　
　
日ひ

菜な

福
山
　
　
雄ゆ

う

斗と

豊
西
　
　
代た

い

河が

新
村
　
　
維い

織お
り

新
村
　
　
翠み

織お
り

田
代
　
　
埜の

乃の

恵え

青
﨑
　
　
希の

ぞ
み

溝
口
　
　
心こ

は
る温

福
澤
　
　
湊み

な

斗と

福
山
　
　
旺お

う

世せ

上
萬
　
　
美み

怜れ
い

橋
口
　
　
あ
い

益
田
　
　
陽ひ

毬ま
り

吉
村
　
　
碧あ

お

都と

長
谷
川
　
凛り

來ら

諏
訪
田
　
理り

叶と

中
島
　
　
か
な
め

田
中
　
　
稟り

ん

夏か

米
満
　
　
紬つ

む
ぎ

瀬
戸
口
　
渚な

月つ
き

内
村
　
　
暖は

る

鞘
脇
　
　
芽め

依い

簗
瀬
　
　
智と

も

堀
田
　
　
琉る

希き

愛あ

Ｘ
Ｉ
Ｎ
　
Ｒず

い
Ｕ
Ｉ

嵐
　
　
　
維い

央お

莉り

園
田
　
　
朔さ

久く

神
原
　
　
凪な

ぎ

南
　
　
　
碧あ

の
ん音

外
平
　
　
絃い

都と

田
之
上
　
陽ひ

翠す
い

坂
口
　
　
晴は

る

紀き

𠩤𠩤
𠩤
　
　
陽ひ

ま
り葵

新
原
　
　
茉ま

歩ほ

【
知
弘
】

【
奈
々
美
】

【
孝
実
】

【
稜
弥
】

【
宏
輝
】

【
政
生
】

（
年
齢
）

【
66
】

【
86
】

【
58
】

斧
渕

斧
渕

斧
渕

斧
渕

上
手

藺
牟
田

西
開
聞

宮
崎

宮
崎

（
保
護
者
）

【
な
ぎ
さ
】

【
隆
司
】

【
晃
大
】

【
貴
志
】

【
智
明
】

【
幹
雄
】

【
幹
雄
】

【
代
祐
】

【
亮
太
】

【
亮
太
】

【
英
志
郎
】

【
芳
子
】

【
央
志
】

【
翔
次
郎
】

【
悠
司
】

【
愛
斗
】

【
玲
奈
】

西
向
田

宮
里

宮
崎

宮
崎

宮
崎

宮
崎

宮
崎

宮
崎

勝
目

勝
目

矢
倉

都平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

【
昭
斗
】

【
昭
斗
】

【
司
】

【
研
三
】

【
優
】

【
翔
麻
】

【
弘
樹
】

【
龍
也
】

【
義
尚
】

【
圭
祐
】

【
裕
二
】

【
勇
希
】

【
翼
】

【
真
悟
】

【
奈
智
亜
】

【
瑛
我
】

【
み
ち
る
】

【
賢
祐
】

【
伸
一
】

【
祐
也
】

港港永
利

永
利

永
利

永
利

永
利

永
利

永
利

永
利

東
大
小
路

東
大
小
路

東
大
小
路

原
田

中
郷
一
丁
目

中
郷
一
丁
目

中
郷
二
丁
目

中
郷
三
丁
目

中
郷
三
丁
目

市
比
野

【
潤
】

【
勇
徹
】

【
拓
哉
】

【
拓
実
】

【
任
崇
】

【
佑
弥
】

【
優
良
】

【
大
志
】

【
裕
一
郎
】

【
一
哉
】

【
健
斗
】

【
く
る
み
】

【
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｎ
】

【
訓
一
】

【
雄
平
】

【
一
真
】

【
大
成
】

【
海
斗
】

【
光
仁
】

【
貴
広
】

【
寿
生
】

【
拓
也
】

平
佐

平
佐

天
辰

天
辰

大
小
路

国
分
寺

国
分
寺

国
分
寺

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

宮
内

宮
内

五
代

五
代

五
代

五
代

上
川
内

中
郷

７
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

７
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

　４２０年以上の歴史を持つ川内大綱引。新型コロ
ナウイルス感染症の影響による行動規制も緩和さ
れ、「やっとかっと」（＝ようやく）今年、４年ぶりに
開催されるつん。３６５本の縄から、長さ３６５メー
トル、重さ７トンの大綱を、約半日かけ、市民一体
となって練り上げるつん。その大綱を約 3,000 人の
「ハダカ」と呼ばれる男たちが一番太鼓の音で一斉に
引き合い、引き隊を邪魔する押し隊同士が「むくろ
き　むこて」（＝がむしゃらに向かって）ぶつかり合
う姿はまさに「よかにせ」（＝いけめん）。長い伝統を�
　持ち、他にはない規模の綱引きが薩摩川内市で開

催されることも誇りに思うし、「む
くろき　きばる」（がむしゃらに頑
張る）姿は、見る人に勇気を与える
つん。つんも負けずに、これから
も本市の魅力を発信し続けていく
つん！「きばっどー！」（＝頑張る
ぞー！）

藥
師
寺
　
陽ひ

凪な

藥
師
寺
　
結ゆ

凪な

城
ノ
園
　
千せ

菜な

中
島
　
　
琉り

ゅ
う

佐
藤
　
　
心こ

こ
ろ

濵
屋
　
　
実み

那な

荒
川
　
　
樹い

つ
き希

西
谷
　
　
凛り

り々

花か

久
冨
　
　
紗さ

奈な

下
村
　
　
葵あ

お

葉は

浦
川
　
　
粋す

い

宮
地
　
　
雄ゆ

う

誠せ
い

田
村
　
　
優ゆ

希き

都と

田
丸
　
　
大た

い

惺せ
い

福
永
　
　
沙さ

奈な

清
水
　
　
結ゆ

奈な

遠
矢
　
　
昊そ

ら

林
　
　
　
空こ

う

青せ
い

久
保
園
　
晴は

留る

樋
脇
地
域

岩
下
　
　
天て

ん

晴せ
い
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薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
秘
書
広
報
課
内

８９５　８　６ ５　０郵送の際は
63 円切手を
貼付くださ
い。

住
　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

2023.9月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などや、私のFood記などの読み物への情報提供を募集
しています。住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを
明記の上、はがき・封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和５年
9月29日（金）消印有効

締 

切

▲�竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

堀
ノ
内
　
ミ
チ
ヱ

青
﨑
　
　
重
夫

新
原
　
　
俊
子

東
　
　
　
ツ
ル
子

星
原
　
　
フ
ヂ
子

原
口
　
　
シ
ヅ
子

西
　
　
　
親
良

二
見
　
　
洋
右

原
﨑
　
　
ア
ヤ
子

松
山
　
　
豊
子

徳
永
　
　
留
義

永
井
　
　
康
郎

本
　
　
　
宗
利

花
田
　
　
和
子

花
牟
礼
　
靖
男

東
　
　
　
德

濵
田
　
　
ト
ミ

齊
藤
　
　
ヨ
シ
エ

東
郷
地
域

東
園
　
　
妙

久
松
　
　
茂
子

村
尾
　
　
義
行

上
鵜
瀬
　
ツ
ユ

宮
里
　
　
繁
實

山
之
内
　
勝
子

久
保
　
　
學

岩
下
　
　
國
光

祁
答
院
地
域

坂
元
　
　
タ
ヅ
子

田
中
　
　
宏

早
﨑
　
　
圭
子

石
神
　
　
シ
ズ
ミ

永
野
　
　
光
伸

市

　
　
ミ
ヱ

屋
　
　
キ
サ

【
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【
95
】

【
97
】

【
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】

【
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】
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】
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】
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】
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】
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】
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】
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】
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】
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勝
目

山
之
口

矢
倉

青
山

青
山

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

白
和

天
辰

大
小
路

国
分
寺

宮
内

湯
島

網
津

百
次
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【
100
】

【
84
】

【
94
】

【
81
】

【
85
】

【
83
】

【
88
】

【
93
】

【
69
】

【
88
】

【
91
】

【
69
】

【
101
】

【
96
】

斧
渕

斧
渕

斧
渕

南
瀬

山
田

宍
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藤
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藺
牟
田
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牟
田

藺
牟
田

上
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木

下
手

下
手
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】

【
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【
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【
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百
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高
江
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海

田
海

城
上

城
上

東
大
小
路

市
比
野

市
比
野

市
比
野

市
比
野

浦
之
名

浦
之
名

浦
之
名

里
地
域

中
村
　
　
タ
ヱ
子

上
甑
地
域

森
　
　
　
ミ
キ
子

中
能
　
　
メ

天
辰
　
　
敏
雄

川
畑
　
　
貞
子

下
甑
地
域

東
　
　
　
敏
子

山
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礼
子

【
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【
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【
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】
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】

【
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】

【
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【
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】

里中
甑

中
甑

平
良

平
良

手
打

瀬
々
野
浦

冨
永
　
　
良
江

坂
元
　
　
豊

橋
口
　
　
貢

右
田
　
　
隆
三

枇
杷
　
　
久
江

遠
矢
　
　
弘
三

田
島
　
　
大
吉

樋
脇
地
域

大
平
　
　
和
子

園
田
　
　
良
治

北
山
　
　
良
一

江
口
　
　
辰
巳

入
来
地
域

萩
元
　
　
ア
キ
子

⻆
倉
　
　
久
信

萩
原
　
　
幸
子
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あ
っ
と
い
う
間
の
成
長

　
保
育
園
に
通
う
孫
の
最
後
の
運
動
会
の
応

援
に
行
き
ま
し
た
。
つ
い
こ
の
前
生
ま
れ
た

気
が
し
ま
す
が
、
リ
レ
ー
、
か
け
っ
こ
、
組

体
操
、
親
子
競
技
に
堂
々
と
参
加
。
終
わ
り

の
言
葉
も
臆
す
る
こ
と
な
く
、
園
児
を
代
表

し
て
言
え
ま
し
た
。
孫
の
成
長
を
間
近
に
見

ら
れ
て
幸
せ
な
一
日
で
し
た
。

�

新
田
神
社
の
ト
ト
ロ（
73
歳
）

い
つ
ま
で
も
健
康
に

　
私
の
周
り
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
、

体
操
や
散
歩
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
普
段

単
車
に
乗
る
た
め
、
２
０
０
メ
ー
ト
ル
歩
く

の
も
苦
手
で
し
た
が
、
私
も
体
操
や
散
歩
を

続
け
て
い
る
う
ち
に
、
歩
く
の
が
平
気
に
な

り
、
体
も
軽
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
、
便
秘

も
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
将
来
寝
た
き
り
に
な

ら
な
い
よ
う
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

え
み
ち
ゃ
ん（
64
歳
）

ソ
ロ
リ
ソ
ロ
リ

　
１
歳
３
カ
月
に
な
る
息
子
は
、
毎
晩
な
か

な
か
寝
て
く
れ
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
を
ず
っ
と

見
た
り
、
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
本
を
読

ん
で
ほ
し
い
と
せ
が
ん
だ
り
。
無
理
に
寝
室

に
連
れ
て
行
く
と
、
泣
い
て
ふ
す
ま
を
開
け

て
茶
の
間
ま
で
一
目
散
に
走
り
出
し
ま
す
。

先
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
寝
室
に
連
れ
て
い

く
と
、
む
く
っ
と
布
団
か
ら
起
き
て
、
ふ
す

ま
ま
で
駆
け
出
す
の
か
と
思
い
き
や
、
ゆ
っ

く
り
と
、
ソ
ロ
リ
ソ
ロ
リ
と
歩
い
て
い
ま
し

た
。
こ
う
す
れ
ば
見
つ
か
ら
な
い
と
思
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
知
恵
が
付
い
て
き
た
な
と

夫
と
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

カ
タ
モ
ン（
42
歳
）

絵
手
紙

み
つ
ば
あ
ば（
74
歳
）

ニ
ッ
コ
リ

　
生
後
１
カ
月
半
の
頃
の
写
真
で
す
。
膝
の

上
で
ご
機
嫌
で
す
。

り
ゅ
う

読 者 の ひ ろ ば

投稿・問合先／本庁秘書広報課企画総務・広聴広報G（内線4122）
　　　　　　　　�koho@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。
【締切】 9 月 29 日（金）消印有効【締切】 9 月 29 日（金）消印有効

　上記締め切りまでにお便りを頂いた方の中から抽選で、
「D

ダイニング

iningM
マ ハ ロ

ahalo｣のお食事券（1,000円）を３人にプレゼント。
　 沖縄出身の店主が、沖縄の味を広めたいと始めたこ
のお店。メインの沖縄そばを使った創作料理の他、野菜
たっぷりのタコライスは、さまざまなトッピングを楽し
むことができます。１人でもお家に帰ってきたようなく
つろげる場所と時間で、本場の味をお楽しみください。

DiningMahalo
住  西向田町 12-18
営  （火・木）昼 11:30 ～ 14:00
　　　　　  夜 18:00 ～ 20:00
　  （金・土）昼 11:30 ～ 14:00
　　　　　  夜 18:00 ～ 21:00
　  （水・日）昼 11:30 ～ 14:00
休  月曜日
（29）4170

●薩摩川内
　市役所
●薩摩川内
　市役所

●川内商工会議所●川内商工会議所

●●

3向田
公園
向田
公園

●●

北薩地域
振興局
北薩地域
振興局

九州電力●九州電力●

Dining
Mahalo

宮崎銀行宮崎銀行

▲Instagram▲ホームぺージ

▲沖縄そば▲タコライス
（目玉焼きトッピング）
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キジカケル突撃レポート！
祝敬老の日
市民大学(公民館講座) 後期講座のご案内
公民館自主学級生を募集します
人事行政の運営などの状況
人のとなりに
かごしま国体通信／防災トピックス
みんなで支える認知症
企業のチカラ
助かる命を助けるために　９月９日は「救急の日」
行こうよ！図書館へ
さつませんだい歴史文化遺産
まちの話題
情報掲示板
うぶごえ・おくやみ
読者のひろば

■発　行

薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　   0996（23）5111   0996（20）5570
　　　　　　   0996（22）8115 （直通） 
　　　　　　 ※音声案内後に内線番号を押してください。

閉庁日および時間外    0996（23）5115

■編　集

本庁未来政策部秘書広報課
koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など

樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　 �0996（37）3111��� 0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　 �0996（44）3111��� 0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　 �0996（42）1111��� 0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　 �0996（55）1111��� 0996（55）1021
甑島振興局　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　 �09969（2）0001��� 09969（2）1490
　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　 �09969（3）2311��� 09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　 �09969（4）2211��� 09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　 �09969（7）0311��� 09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　 �0996（22）0119��� 0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　 �0996（20）8500��� 0996（20）8512

■
　

広報電話

0120（894）256
※�夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報
が電話で確認できます。

やくしょにコール

問合先／ 本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」

＜目　次＞

　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

担当者の声

この時期、夏のバーゲンセールに関するＣＭをよく目に
します。夏の終わりなんて想像できないこの暑さ。ふ

と、なぜこの時期にバーゲンセールが行われているのだろう
と思い、季節について調べてみました。国立天文台のホーム
ページによると、９月～11月は一般的に「秋」とされている
ようです。
　しかし、地球温暖化の影響で、昔と比べて平均気温も上昇
し、「９月と言えば、暑さも和らいで『涼』を感じる時期」とい
う感覚も薄れてきているのではないでしょうか。
　「少しでも９月が涼しくなってほしい！」私も含め、そう願
う方も多いでしょう。そのためには「買い物袋を持参する」

「近場は自転車を使う」など、地球に優しい取り組みを心掛け
ることで、この時期にしては高すぎる気温も落ち着くのでは
と信じています。塵も積もれば山となる。一人の力では何と
もならないこともみんなの力が合わされば、この暑い時期に

「涼」を求めることができるはずです。
　まず私は、バーゲンセールで必要以上に物を買わないよう
に気を付けることから始めたいと思います。　　　　 （上村）

　今月は、「キジカケル突撃レポー
ト！」で「ファミリー・サポート・セン
ター」を取り上げたことから、ファミ
リー・サポート・センター薩摩川内の
目の前にあるキッズスペースで仲良く
遊ぶ兄弟を表紙にしました。まかせて
会員に巡り合えたことで気付けたこと
や、おねがい会員が託してくれたこと
での喜びがあるのだなと感じました。

　「子育ては助け合い」
　取材を通してこの兄
弟のような、人と人と
が支え合って、地域で
子どもを育てる環境が
身近にあることを知る
ことができました。

▲�ファミリー・サポート・センター薩摩川内
の外観

◎今月の表紙
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申込・問合先／広告代理店：㈱ジチタイアド　　092（716）1404 広告

国
産
竹
10%

の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 （薩摩川内市）

facebook
（薩摩川内市）
Instagram

薩摩川内市
チャンネル（　　  　　　）
YouTube

（薩摩川内市）
ホームページ

9
Septem

ber.2023
Vol.454

Satsum
asendai C

ity Public R
elations

助
け
合
っ
て
つ
な
が
る

助
け
合
っ
て
つ
な
が
る

September.2023
vol.454

自治体広報紙配信
アプリ「マチイロ」
ダウンロード
はこちら

友だち
募集中

9
Sa t sumasenda i  C i t y  Pub l i c  Re l a t i on s

さつませんだい

Sa t sumasenda i  C i t y  Pub l i c  Re l a t i on s

さつませんだい

薩摩川内店
〒895-0076 薩摩川内市大小路町3443

PCトラ
ブル！季

節の変わ
り目に御

用心！今
のうちに

相談！


